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  平成 6年　山梨県課長時代
山梨県の課長時代は、県内に日本で唯一、日本住血吸虫病（地方

病）の汚染地域が残されていましたが、関係の市町村長さんた

ちの協力を得て、地方病の安全宣言を行うことができました。

この頃、県内でオウム真理教の問題が発生し、県庁は本当に大

変でしたが、貴重な経験となっています。

 平成11年　青森県次長・部長時代
青森県では、健康福祉部の次長と部長を経験しました。次長時

代は県立高等看護学院の院長も兼ねており、教員としての仕事

も担当させていただきました。学生たちの国家試験を心配した

り、一人一人に卒業証書を渡したりと、子どもたちからたくさ

んの思い出をもらいました。また、県の部長時代には総合周産

期母子医療センターの立ち上げに携わり、その後、青森県の乳

児死亡率がワースト１から大きく改善されたことは、行政官を

やっていて本当にうれしかった思い出の一つです。

 平成23年　新潟県副知事時代
新潟県には副知事として２年３ヶ月勤務しました。厚生労働省

や自治体勤務で担当した保健、医療、福祉、教育に加え、雇用対

策、文化、スポーツ、防災など幅広く担当させていただきました

が、中でも、新潟県の医師不足は深刻で医師確保は喫緊の課題

でした。そうした中で、特に医療資源が不足している地域にお

いて救急医療体制の強化を図るため、地域医療の再編を担当す

ることになりました。青森県で医師不足問題を担当したこと

や、厚生労働省の医政局指導課と総務課で医療計画や救急医

療、医療安全などを担当した経験が役立ちました。就職するま

で東京を離れたことがありませんでしたので、４回の自治体勤

務の経験を通じて、それぞれの地域における課題や対策を知る

ことができたことは、厚生労働省で行政の仕事を続ける上で

も、とても勉強になりました。また、仕事のみならず、各地域の

自然や食を楽しむことやそこで暮らす人々の暮らしに触れる

ことができたことは本当に貴重な経験になりました。当時の仲

間とは、今でも一緒にスキーを楽しんでいます。

 平成25年　精神・障害保健課長時代
医学部卒業時、精神科医になりたいと考えていたこともあり、

精神・障害保健課長を経験できたことは、とてもうれしく良い

経験でした。精神障害者に対する施策は、近年、前進してきてい

るものの、他の障害者に比べると福祉施策の歴史が浅く、現在

も約20万人にのぼる長期入院精神障害者がおり、高齢化に伴っ

て、社会に戻れないまま病院で亡くなる方も増えています。こ

うした課題に対し、検討会を立ち上げ、様々な立場の方々にご

議論いただき、今後の方向性を示していただきました。この他

にも、東日本大震災の被災者等に対する心のケア、アルコール・

薬物・ギャンブル依存症対策、医療観察法による入・通院医療、

心理職の国家資格化など仕事が山積していましたが、課員総勢

40人余りで、本当にみんな頑張ってくれました。

環境省環境保健部長

北島 智子
平成４年 文部省学校健康教育課（学校保健・学校健診）

平成６年 山梨県健康増進課長（母子・精神・老人保健等）

平成９年 厚生省児童家庭局母子保健課（母子保健・周産期医療・生殖補助医

療）　

平成11年 青森県健康福祉部次長・部長（保健・医療・福祉対策）

平成14年 医政局指導課医療計画推進指導官（医療計画、救急医療対策）

平成23年 新潟県副知事（保健・医療・福祉、雇用、教育、文化、防災等）

平成25年 精神・障害保健課長（精神保健・医療・福祉）

平成26年　現職
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 昭和61年　埼玉県医員時代
自治体勤務としては、厚生労働省入省前に埼玉県で勤務した

のを皮切りに、山梨県の課長、青森県の次長、部長、そして新

潟県の副知事と計４回、10年近く経験しました。埼玉県大宮

保健所では感染症対策を担当し、住民から聞き取り調査を

行ったり、市役所とともに消毒に行ったりと、毎日が直接住

民と接する仕事でした。また、精神保健の仕事では、患者さん

の搬送なども担当しました。この時の経験が、自分の行政官

としての原点だと思っています。

c a r e e r  p a t h

医系技官としてのキャリアを振り返って
厚生労働省や自治体での仕事を経験する中で、文部省（現 

文部科学省）では学校健診の見直し、医政局指導課ではAED

の普及、前立腺癌等に対する小線源刺入療法の導入、精神障

害・保健課では精神障害者の地域生活への移行など、やりが

いのある仕事に携わることができました。各部署でそれぞ

れ思い出に残る仕事に出会えたこと、それらの仕事を通じ

て多くの方々に出会えたことに感謝しています。

 平成15年　防衛庁（現防衛省）時代
防衛庁職員の健康管理、感染症対策、自衛隊医官の育成関係等

の仕事を主に担当した。初めての出向で他省庁の取り組みを知

る良いきっかけとなった。特に防衛庁は今にして思えばかなり

特殊な省庁であったが、防衛庁の仕事と厚労省の仕事のつなが

りを考える上でも貴重な機会だった。在職中にはイラク派遣の

開始、SARS対策、国内における鳥インフルエンザへの対応等も

あり話題には事欠かなかった。

 平成17年　ロンドン大学大学院留学時代
留学時代には主に医療経済学、保健政策論を学んだ。講義への

準備を始めサポート体制をどう活用するか等、ついていくだけ

で大変な毎日で講義がある時はへとへとになっていたが、とて

もいい経験でもあった。初めての海外生活で戸惑うことばかり

であったが、現地での医療サービス、子供の学校事情、保健所

等、海外で生活して初めて見えてくることもいろいろあった。

将来国際関係の仕事をしたい人、そうでない人も含め是非留学

をすることをお勧めしたい。

 平成20年　新潟県庁時代
県における医療行政や、食品安全行政を主に担当した。病院の

再編や救急体制整備等幅広い業務に関与し、利害関係者がより

近い行政における意思決定の困難さを痛感した。地方行政機関

における意思決定プロセス、国との関係を知る上で重要な経験

であった。また現地で生活することにより、旅行程度では知る

ことのできない場所、イベントを知ることができた。出向中に

は国体や天皇陛下をお迎えするなどイベントには事欠かな

かった。

 平成22年　国際食品室時代
食品安全における国際基準の作成手続きの議論に参加し、どの

ようなプロセスで基準が作られるのか、また各国の思惑などを

知りどう対処してゆくのかを経験した。またコーデックス委員

会関連の多くの国際会議に出席し、国際会議における作法や、

レセプションでの対応・心構え、どうやって情報を収集するの

かを習得した。

 平成23年　国連代表部時代
国連外交における我が国の考え方、議論の進め方を知るととも

に、我が国の意見を通すため、他国や国連機関の情報をどう集

めるのか、また実際の会議ではどのようにして意見を通せばよ

いのか等をより深めることができた。また、国連システムをあ

る程度俯瞰することもできた。更には家族とともに海外で再び

生活するという貴重な機会を得ることができ、仕事のみならず

プライベートでも多くの外国人と接する機会を持つことがで

きとても有意義な生活を送ることができた。

大臣官房国際課国際協力室長

日下 英司
平成13年　大臣官房厚生科学課 

平成13年　健康局疾病対策課臓器移植対策室

平成15年　防衛庁運用局衛生官付

平成17年　ロンドン大学大学院留学

平成18年　健康局疾病対策課

平成20年　新潟県福祉保健部

平成22年　食品安全部企画情報課国際食品室長

平成23年　在ニューヨーク国連代表部

平成26年　現職
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 平成13年　臓器移植対策室時代
臓器移植のみならず骨髄移植、さい帯血移植、組織・細胞移植

の主に技術的な側面を担当した。役所に入ったばかりで、当

時の室長を始め室員の方々に通知の書き方を始め報告の仕

方等、役所における基礎的なことを色々学んだ。当時は東京

に出てきたばかりで不安だらけであったが、仕事外でも役所

内外の多くの方にサポートをいただき、働くことに対する不

安が解消されていった。同時に移植における様々な問題点と

取り組みを知ることができ、仕事を進めることができた。

医系技官としてのキャリアを振り返って
様々な部署で国内外の行政を学んだ。実感するのは、常に

自分が今やっている仕事がどうなるのか、何に繋がって

ゆくのか意識・想像する必要があるということ。また仕事

を円滑かつ有効に進めるためには色んな人の助けやつな

がりが大切であり、人との繋がりを大切にする必要があ

ることである。


